
令和６年度 第１回 八幡中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時 令和６年５月１５日（水） 13 時 30 分から 15 時 30 分まで 

２ 開 催 場 所 八幡中学校 校長室 

３ 出 席 委 員   小名木 秀雄、石川 公子、杉山 貴子、江本 和真、高木 邦子、杉山 晴康、 

髙橋 脩夫、鈴木 芳次、鈴木 政志（学校支援コーディネーター） 

４ 欠 席 委 員 なし 

５ その他出席者  佐藤 拓男（オブザーバー） 

６ 学 校 山口 俊二（校長）、松島 賢（教頭）、中村 里恵（教務主任・CS 担当職員）、 

原 知子（CS ディレクター） 

７ 教育委員会 牧野 知子（教育総務課） 

８ 傍 聴 者 なし 

９ 会議録作成者 CS ディレクター 原 知子 

10  学校運営協議会規則について 

  教育委員会牧野より、浜松市学校運営協議会規則の説明および確認をした。 

11 会長及び副会長の指名 

教頭から会長の選出について委員に意見を求めたところ、杉山晴康委員から小名木委員を会長に推

挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。またその後、会長に選任された小名木委員か

ら、鈴木芳次委員を副会長に指名する旨の報告があった。 

12 議長の選出 

会長の小名木委員が、本日の議長を務めることを申し出、全員異議なくこれを承認した。 

13 協 議 事 項 

(１) 本年度の学校運営の基本方針・教育課程について 

（２）八幡中学校いじめ防止基本方針について 

（３）夢育やらまいか事業（ＣＳ加算分）に対する意見書について 

（４）今年度の目標について 

 

 



14 会 議 記 録 

司会の教頭から、委員総数９名全員を出席があり、会議が成立している旨の報告があった。また議

長より、委員からの質疑、意見等の発言は、協議事項(1)～(3)の説明をすべて終えたのちに行うとさ

れた。 

(１) 本年度の学校運営の基本方針・教育課程について 

議長の指示により校長から、別紙資料に基づき学校運営の基本方針・教育課程について説明 
がされ、全員異議なく承認された。 

(２) 八幡中学校いじめ防止基本方針について 

教頭から、八幡中学校いじめ防止基本方針について説明がされた。 

   （３）夢育やらまいか事業（ＣＳ加算分）に対する意見書について 

教頭から、夢育やらまいか事業（ＣＳ加算分）に対する意見書についての説明がされ、全員

異議なく承認された。 

説明に基づき委員から以下の発言があった。 

・授業参観をさせていただき、非常に仲が良いように見えたが、昨年度のいじめについて言える範

囲で教えてほしい。（小名木会長） 

➡ 昨年度の実態について報告。定義に当てはめると色々な事がいじめになる。（今年度は）重

大化させないことが目標。(校長) 

  ・いじめの問題は、被害者・加害者・親の捉え方により大きくも小さくもなる。八幡中は少ないと 

思う。親との関係も難しい。保護者との関係はどうか。（鈴木副会長） 

➡ 昔とは違い、今の保護者は自分の子供以外には意見しない。関係性を作りながら対応したい。

（校長） 

・学校のいじめ防止基本方針のうえには、いじめ防止対策推進法があり、地域と家庭にはいじめを 

する子供を育てるなと書かれている。この周知を地域としてアピールできたらいい。（高木委員） 

・地域が発信していくのであれば、この協議会から発信していくのが良いのではないか。 

（杉山晴康委員） 

・運営協議会委員が生徒との接触を増やして、子供たちを見る目を増やしてあげることが大切。 

（髙橋委員） 

・学校運営の基本方針・教育課程の説明を受け、学校は現状をよく知り、よく考えてくれていると

分かった。地域と子供との関わりが少ないといわれているが、他県から自分は来たが交流は多く、

良い土地だと思う。(江本委員) 

・家庭での教育が重要。学校の大変さは地域が見ている。家庭の役割を全面に出して保護者に理解

してもらいたい。(小名木会長) 

・自分の地域では祭りで中・高生に役割を与えることで、地域との関り、自律を促し、地域で育て

ている。多くは学校が家庭の役割をしている。その対応は大変。ブレずに先生たちには頑張って

ほしい。（杉山貴子委員） 

 



 

（４）今年度の目標について 

 ・初年度なので、一年間の学校の現状を知り、より良い学校にするための課題を洗い出すことを 

目標にしてはどうか。（小名木会長） 

 

（５）オブザーバーより 

  第一回目とは思えない熱意ある熟議だったと思う。中部協働センターのあるクリエート浜松には

いろいろな組織がある。中学生にも地域へ出てきていただき、ボランティアなどできないかと考えて

いる。そうすることでクリエート浜松が中学生の受け皿、居場所になると思う。 

15 その他報告事項等 

教頭から、本年度は３回の協議会を計画しており、次回会議は令和 6 年 10 月２日（水）13 時 30

分から開催する旨の報告があった。 

 

                                         以 上 


